
国土交通省におけるリチウムイオン電池対策の取組状況

○鉄道局

令和７年７月以降、鉄道車内でのモバイルバッテリー等の発火事案が相次いで発生。旅客
被災や輸送障害につながるケースもあることから、JR６社、日本民営鉄道協会、日本地下鉄

協会と調整のうえ、運輸局経由で全国の鉄軌道事業者あてに周知し、鉄軌道事業者にて、
以下２点の広報を令和７年９月より実施。
①駅構内、車両内での注意喚起放送の実施
②駅構内、車両内での注意喚起ポスターの掲示

＜参考：放送内容（鉄道各社で適宜アレンジ可）＞
国土交通省及び○○（各社名）からお願いです。 モバイルバッテリーやハンディファンの発火が増
えています。 落としたり、高温となる場所に置いたりしないよう、ご注意ください。万が一、発火や発
煙を見かけたら、落ち着いて、安全を確保し、速やかに係員にお知らせください。

○航空局

国内外において、航空機内でのモバイルバッテリーの発煙・発火等の事例が発生している
ことを受けて、航空局においては、航空機内におけるモバイルバッテリーの発煙・発火等への
対応を強化し、客室安全の一層の向上を図るため、航空関係団体（定期航空協会）と連携し、
本邦定期航空運送事業者の統一的な取組として、本年７月８日から、以下の２つについて、
旅客に対し協力を要請。
（外国航空会社に搭乗する場合には、各航空会社の指示に従うよう周知）

① モバイルバッテリーを座席上の収納棚に収納しないこと。

② 機内でのモバイルバッテリーから携帯用電子機器への充電又は機内電源から
モバイルバッテリーへの充電については、常に状態が確認できる場所で行うこと。
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